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１．はじめに 

 北陸自動車道は、滋賀県米原市の米原JCTから新潟県新

潟市の新潟中央JCTまでを結ぶ延長約476kmの高速自動車道

路である。福井保全・サービスセンター（以下、福井HSC）

は福井県南越前町の今庄ICから石川県加賀市の加賀ICまで

を管理する。北陸地方の特性から冬期には降雪が見込まれ

るため、例年11月15日から4月15までを雪氷対策期間と定

めている。 

2021年1月7から1月11日にかけて北陸地方が大雪となり、

福井HSC管内では66時間に及ぶ通行止め、約1600台の滞留

車両を発生させた（写真―１、図―１）。その反省を踏ま

え、2021年度より「人命を最優先に、大規模な車両滞留を

徹底的に回避すること」を大前提とした。大雪時において、

安全な交通確保が困難な場合は、予防的通行規制により短

期集中除雪、早期解除をめざす基本方針のもと、ハード・

ソフト面での対策を実施したことにより、福井HSC管内で

は雪による通行止め、滞留車両を出すことなく雪氷期を終

えることができた。 

本論文では、2021年度に実施した雪氷事前対策について

振り返ることで課題を挙げ、今後の雪氷対策作業に活かし

ていくことを目的とする。 

 

写真―１．㊤丸岡IC～金津IC間滞留状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．2021年度雪氷事前対策 

 2021年福井豪雪時の課題として以下が挙げられた。 

・通行止め判断の実施の遅れ 

・交通状況の把握不足 

・滞留車の救助・支援の不足 

これらの課題についてハード・ソフト面の対策を行った。 

 

２－１. ハード面の対策 

（１）中央分離帯開口部の整備・改良 

滞留車両の早期救出（自力走行不能車の発生から1時間

以内の自力走行不能車の救出、3時間以内の滞留車両の流 

出）を目的として、中央分離帯開口部の整備・改良を計画 

した。2021年度は過去に自力走行不能車両が発生した福井

北IC－加賀IC間で中央分離帯開口部を3箇所（北陸自動車

道107.8KP、112.2KP、126.4KP）整備・改良した。2箇所

（107.8KP、126.4KP）についてはクレーンや工具等を使用

せずに作業ができ、短時間で簡易に着脱できる鋼製移動式

防護柵（レーンオープナー（写真―２））に改良した。

112.2KPについては既設の中央分離帯開口部を脱着可能に

整備した。 

 

 

写真―２．北陸道107.8KP設置レーンオープナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊１ 中日本高速道路株式会社 金沢支社 福井保全・サービスセンター 保全計画担当 

図―１．2021年福井豪雪時 通行止め時の滞留車状況 



（２）簡易な規制装置の設置 

通行止めのタイミングが遅れると大規模な滞留車両が発

生することから、通行止めを迅速に行うため、過去の通行

止め実績をもとに下り線丸岡ICの本線上に遠隔で操作可能

な規制装置（エアー式遮断機（写真―３））を設置した。 

 

写真―３．北陸道㊦丸岡IC設置エアー遮断機 

 

（３）監視カメラの増設 

降雪状況や路面状況、交通事故やその他の原因による自

力走行不能車両の発生などの交通障害を監視するため、

2021年度監視カメラを19台増設し、福井管内60.1kmを85台

のCCTVカメラで交通状況の監視を行った。監視することに

より、雪道で自力走行できない車両など、交通障害の早期

発見に努めることで、レッカーやトラクターショベルによ

る救援を迅速に行うことを可能とした。 

 

（４）ウェアラブルカメラの活用 

 降雪時、巡回車にウェアラブルカメラを設置することで、

雪氷本部で巡回の状況をリアルタイムで確認できるように

した。さらに、位置情報が分かる機器と併用することで、 

ウェアラブルカメラの映像を確認するだけで場所と路面状

況を効果的に把握することができ、適正な除雪作業につな

がった。（写真―４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、福井県高速隊にもウェアラブルカメラの映像を通行

止め解除の判断に活用できることを確認し、迅速な通行止

めの解除につなげることができるようになった。 

 

（５）適正な除雪作業の実施 

 グループ会社である中日本メンテナンス北陸の尽力があ

り、作業員が適正な除雪作業を実施することにより、良好

な路面状態の確保を行うことができた。 

また、武生IC、金津ICにそれぞれ60ｍ³の仮設溶液タンク

を追加設置したことにより、従来より多くの溶液散布が可

能となった。これにより、事前散布や圧雪路面への溶液散

布を行い、良好な路面状態を保つことができた。 

 

（６）お客さま支援備品の準備 

20年度豪雪の課題を踏まえ、社員で不足している備品を

洗い出し、備品の不足がないよう、お客様支援物品を運搬

するためのソリ、スタック脱出用ラダーやスコップ等の追

加手配を行った。また、緊急時にお客様に安全に中央分離

帯を越えていただくための足場台の手配を行った。 

 

２－２. ソフト面の対策 

（１）訓練の実施 

グループ会社・関係機関との連携強化、大雪時の対応の流

れを理解することを目的に、訓練を実施した。実施項目は

下記の通りであり、大雪を想定した模擬訓練を机上・実動

で行った。 

・タイムライン連携訓練 

・災害対策基本法適用時想定訓練 

・お客さま支援訓練 

・自力走行不能車両・滞留者救出訓練 

・中央分離帯開口部開口訓練 

・福井県冬季道路情報連絡室現地対応訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真―４．ウェアラブルカメラ映像 



（２）関係機関との連携強化 

事前に関係機関と意見交換、認識のすり合わせを行う

ことで緊急時に円滑に連携を取ることを目的とし、NEXCO、

福井河川国道事務所、福井県、福井県警等が参加する福井

県冬期道路情報連絡室で連携し、大雪対応時のタイムライ

ン作成や連携訓練を実施した。また、福井HSC実施のレー

ンオープナーを使用した滞留車救出訓練及び可動確認訓練

に立ち合い頂き、連携強化と情報共有を図った（写真―

５）。 

 

写真―５．金津基地内滞留車救出訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）人員体制の計画 

大雪時の通行止めを想定し、事前に各自の役割を明確

にした人員体制計画を行った。あらかじめ役割を決めてお

くことで迅速な対応を可能とした。また、緊急体制が長期

化した場合にも二班交代で継続して雪氷対策作業ができる

ようにしている。（図―２） 

 

（４）監視カメラモニタリング方法の整備 

福井HSC管内の監視カメラ映像は防災対策本部のモニタ

ーに4分割に表示し、10秒毎に映像が切り替わるよう設置

しているが、映像が管内のどの位置なのかわかりにくい課

題があった。そのため、管内図に監視カメラの設置箇所・

向きを一覧化し、防災対策室のモニター位置と紐づけした

（図―３）。なお、監視カメラの上下線の向きは、夜間の

映像の見やすさ・登坂車線（スタック車両が発生しやすい

場所）が監視できるか等から決め、モニタリング用として

プリセットを設定した。一覧化により映像と場所がわかり

やすくなり、路面状況の変化やスタック車両が発生した場

合の早期発見・早期対応を可能とした。 
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図―２．人員配置の計画 



また、カメラ監視について、本部の人員だけでなく緊急事

態に備えて事務所に待機している人員を活用し、確実な監

視を行った。 

 

図―３．監視カメラ設置箇所一覧化（一部抜粋） 

 

（５）緊急体制時手順チェックリストの整備 

福井HSCとして雪氷緊急体制時に実施する項目を時系列

に沿って一覧化したチェックリストを作成し、雪氷対策に

臨んだ（図-3）。チェックリスト整備の目的としては、実

施事項を洗い出し見える化することで、各段階毎に実施内

容の抜け漏れをなくすことである。チェックリスト作成に

あたっては、社員及びグループ会社で意見を出し合い、経

験が浅い社員でも漏れなく雪氷対策作業を実施できるよう

なものとした。チェックリストの内容は気象予測から緊急

体制（予防的通行止め実施）となる4日前から想定される

実施事項を時系列順に記載している。記載項目としては、

実施項目、実施者、実施確認、実施詳細事項である。実施

詳細事項に記載の資料へはハイパーリンクを設定し、チェ

ックリストのみで完結できるよう整備を行った。これによ

り、資料検索に要する時間を削減し、効率よく必要事項の

実施を可能とした。 

 

３．2021年度雪氷期の改善点・課題点 

 2021年度の雪氷期を終えて、今年度以降の改善点と課題

点を以下に挙げる。 

（１）中分開口部改良や簡易な規制装置について、昨年度

は通行止めに至る事象がなく、実際の運用がないため効果

検証できていない。2022年度新たに6箇所の中分開口部整

備・改良を行い、引き続き訓練を行っていき留車両の早期

救出に向け取り組んでいく。 

 

（２）ウェアラブルカメラの増強 

交通状況の把握において、ウェアラブルカメラの有効

性が確認できた。昨年度より台数を増強し、現場状況の把

握をより迅速にできるよう準備をすすめていく。 

 

（３）緊急体制時手順チェックリストの確実な実施 

 昨年度は社員全員でチェックリストを作成したため、

各々が実施事項を確実に実行できていた。今後は新たに福

井HSCに配属された社員も緊急時の確実な雪氷対策作業が

できるように、事務所内への説明・教育を繰り返し行って

いく。今年度以降も運用を重ね、内容の改善していく。 

 

４．終わりに 

2021年福井豪雪での課題に対して対策を確実に実施した

こともあり、2021年度福井HSC管内では雪による通行止め、

滞留車両を発生させることなく雪氷期を終えることができ

た。今年度以降の取り組みとして、2021年福井豪雪と同様

の大雪の際も滞留車両を発生させず、仮に滞留車両が発生

した場合にも早期の交通確保ができるよう対策を行ってい

る。本論文で福井HSCの雪氷対策を共有することにより、

各所の雪氷対策作業の参考になれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


